
「海外スポーツ現場メディカル活動の現状と展望」
座長：奥脇 透（国立スポーツ科学センター）・ 柳下和慶（東京医科歯科大学）

①サッカー 武冨修治（東京大学）
②ハンドボール 沖本信和（沖本クリニック） ・ 小笠原一生（大阪大学）
③テニス 米谷泰一（JCHO星ヶ丘医療センター）
④ゴルフ 河村禎人（整形外科河村医院） ・ 白木 仁（筑波大学）
⑤スピードスケート・フィギュアスケート 柳下和慶（東京医科歯科大学） ・ 土屋明弘（船橋整形外科病院）

佐藤睦美（大阪大学）
⑥ラグビー 坂根正孝（筑波学園病院）・ 田島卓也（宮崎大学）
⑦トータルコンディショニング 鈴木 岳.（R-body）

スポーツメディカルサポートの
グローバル化とＤＸ（デジタル革命）－現状と展望－

第13回スポーツメディスンフォーラム

「スポーツ医学の病態・パフォーマンスの「見える化」とDX」
座長：中田 研（大阪大学）・ 金岡恒治（早稲田大学）

①体幹筋機能の「見える化」 加藤仁志（金沢大学）
②ウェアラブルセンサーによる腰椎疾患患者の活動度定量化 折田純久（千葉大学）
③ラグビーコンタクトプレーの衝撃の定量化 前田 朗（まえだ整形外科博多ひざスポーツクリニック）
④テニススクールにおける身体活動度の定量化 川上 諒（大阪大学）
⑤映像によるスポーツ活動の“密” 定量化 長谷川凌佑（大阪大学）
⑥汗乳酸センサーによるパフォーマンス「見える化」 中島大輔（慶應義塾大学）

登壇者・発表内容は変更になる可能性があります。

当番世話人：中田研（大阪大学大学院医学系研究科スポーツ医学）

大阪大学スポーツ医学教室
https://www.sports-mf.com/meeting/ 
TEL : 06-6210-8439
E-mail : sportssec@hss.osaka-u.ac.jp

共催：第5回 CSCシンポジウム

会場：千里ライフサイエンスセンター
５F サイエンスホール

日本整形外科学会資格継続単位（1,000円）S(1,13)

「Society 5.0 とスポーツ医科学」
座長：藤谷博人（聖マリアンナ医科大学）
演者：東野輝夫（大阪大学）

日時：2023年３月１２日（日）
１０：0０〜１６：００
（開場 9:30）

１．シンポジウム 1

３．シンポジウム 2

２．ランチョン特別講演

mailto:sportssec@hss.osaka-u.ac.jp


今回のスポーツメディスンフォーラムでは、スポーツ医・科学のスポーツメディカルサポート
のグローバル化とDXについて、それぞれの分野で現場での実践や研究を進められている先生
方、研究者に現状と展望を講演いただき、情報共有とディスカッションできればと思います。
ランチョン特別講演では、日本政府や学術、経済界で進められているDX事業である
「Society 5.0」とスポーツ医科学について、情報科学研究のフロントランナーの東野輝夫教
授にご講演いただきます。どうぞ、スポーツのメディカルサポート、医科学研究、ヘルスケア
に関わる多くの皆様、お誘い合わせの上ご参加くださいますよう、お待ち申し上げております。

開催趣旨

〒560-0082 大阪府豊中市新千里東町1-4-2
https://www.senrilc.co.jp/access/japanese.html

●地下鉄（北大阪急行電鉄）
御堂筋線千里中央行終点
｢千里中央」駅下車（北出口すぐ）

●伊丹空港からお越しの方
大阪モノレール門真市行
｢千里中央」駅下車（徒歩約５分）

●関西空港からお越しの方
①JR｢新大阪｣駅から
地下鉄御堂筋線「千里中央」行に
お乗り換えください。

②南海電気鉄道｢難波」駅から
地下鉄御堂筋線「千里中央」行に
お乗り換えください。

下記URL または右記QRコードより参加登録をお願いいたします。
URL: https://eventregist.com/e/RkKk9VRUThcz

・当⽇登録も同様にオンラインにてお申し込み頂きます。
・受付にて登録時発⾏されたQR コードをご提⽰頂くと、ネームカードをお渡しします。
・会場内では参加証を必ずお付けください。

----------------- 単位について -----------------

日本整形外科学会資格継続単位（受講料：1,000円）
日本スポーツ協会公認スポーツドクター資格更新義務研修会
日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー義務研修会
健康運動指導士・健康運動実践指導者登録更新講習会

参加申し込み方法

会場アクセス

第13回スポーツメディスンフォーラム
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